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１.令和５年度 事業計画 

 

 

１．経営指針  

 

【目的】 

令和５年度も昨年度に引き継き、公益財団法人として経営方針、経営モラルをはじめ

とした方針・計画を策定し日々の業務に取り組むことで、「岡山市内における都市公

園等において良好な景観を維持し、市民が快適に利用できるよう運営することにより、

公園等機能の増進と、公園文化の創造を推進するとともに都市緑化の普及啓発を行う

ことをもって、地域社会の健全な発展に寄与すること」を目的として各種事業に取り

組みます。 

 

１－１ 経営方針 

⑴施設利用 

施設利用において安全で公平な運営とともに、施設利用者のニーズをとらえた 

サービスの提供により、利用者の満足度を高め利用者の拡大  

⑵社会への貢献 

市政への協力、緑化推進事業の振興、啓発を図るとともに、市民団体との連携協働 

を通じて、公益法人として求められている社会への貢献  

⑶自然教育 

市民への情報提供や案内により、自然教育への学習の機会の提供 

 

１－２ 経営モラル 

法令や条例に加え、リスクを回避するための「協会内規程・マニュアル」、社会への 

貢献や公正かつ適切な事業活動を行うための「倫理規程」、公正かつ適正な事業の運 

営を行うための組織及びコンプライアンス施策の運用の原則を定めた「コンプライア 

ンス規程」を制定、それらの規程等の遵守・理解促進に向け、外部研修への積極的な 

参加や外部講師による定期講習会、会計事務所や監事による施設点検・業務監査等を 

実施することで職員のスキルアップを図り、高い経営モラルを有した組織と健全な財 

政運営を目指し、公益財団法人として透明性の高い経営に努めます。 

  

 

 

２．中期経営方針  

２－１ 位置づけ 

現在の指定管理期間（令和３年４月～令和８年３月）における社会情勢や、岡山市の 

第六次総合計画等を踏まえた協会の経営指針・経営方針に基づく、事業の中期経営目 

標をまとめたもの。 

 

２－２ ５つの基本方針とアクションプラン 

⑴施設利用の拡大 

利用者のニーズを把握し価値のあるサービスを提供することで、満足度を高め利用 

の拡大に努めます。 
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⑵自然教育の充実 

利用自然環境の保全や管理運営を通じて都市環境の改善を進め、ＳＤＧｓの目標 

達成に向け、ＥＳＤ視点に立った自然環境資産を活用した自然環境教育、関連 

事業教育の機会を市民に広く提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑶社会への貢献 

自然の大切さや岡山市の緑化行政への協力と連携により公益財団法人としての社会 

への貢献に努めます。 

  

○利用者ニーズの把握と満足度の向上  

○新規利用者・リピーターの拡大 

 →ホームページや広報誌及びメディアの積極的な活用による情報 

  提供による、市民に分かりやすく魅力のある情報発信 

 →半田山植物園でのインスタグラムによる見どころ情報発信や 

ユーチューブを活用した動画配信による情報発信 

○施設の特色を活かした事業の計画・実施 

○誰もが安心して利用できる施設の提供 

 →安全に配慮した施設・設備の管理運営 

 →条例・規則に基づく公平・公正な施設予約対応と全施設予約 

ルールの平準化 

○多くの市民が安心して利用できる憩いの場所、市民協働による 

自己実現の場を提供 

 →公園の特性を活かしたイベント・催物の企画・実施 

→地域市民や緑化推進リーダー・ボランティアと協働した公園 

管理の推進  

○多くの市民が自然環境への興味を持つための環境・教育場所の提供 

→産・官・学との連携を含めた 

  □学校及び地域と連携した職場体験やボランティア活動の実施 

  □公民館など地域活動施設での緑化講座の実施 

  □市と連携・協働した緑化活動の実施 

○自然や歴史と触れ合う貴重な財産である操山公園里山センターや 

岡山市唯一の博物館相当施設である岡山市半田山植物園を活用 

した自然環境教育の実施 

→里山センター 

□里山レンジャー活動（小中学生対象のクラブ組織）による 

リーダーの育成や自然環境資産を活用したＥＳＤ視点での関連 

事業の展開 

→半田山植物園 

□植物園の学術的な利用に向け、半田山諮問委員会委員からの 

意見を反映し作成の「校外学習に適した団体利用（小学校等） 

活動プログラム」の提案と実施 
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⑷健全な財政 

施設利用の拡大による収入増加と効果的かつ効率的な事業運営により健全な財政 

運営を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸経営モラルの遵守 

経営モラルを遵守し、公正かつ適切な事業活動に資するため適切な組織運営に努め 

ます。 

  

○岡山市の施策との協働・連携した市内の緑化推進や植物の保存・調査・ 

研究を通じた貢献 

 →地域緑化活動の推進強化 

  □緑化推進団体の育成と活動支援 

  □市の緑化計画への協力 

○岡山市の施策との連携 

 →第六次総合計画より推進される各種施策への連携と協力 

→施設の管理・運営施策との連携した適切な維持管理 

→計画と連携した修繕による施設・設備の長寿命化への寄与 

○就労支援 

 「岡山の就労応援団」の登録団体として、卒業後企業での就労に 

よる社会自立を目指す特別支援学校の職業教育・就労支援を継続的 

に実施。 

○障害者就労施設等からの物品等の調達 

「障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律の 

施行（平成２５年４月１日）」に伴う、障がい者福祉施設・Ｂ型事業所 

からの花苗等の購入・トイレ清掃等の作業委託や、主催イベント時の 

物品販売機会の提供等に加え、支援可能な施策に積極的に取り組む。 

また、岡山県の「アイサポート団体（平成２９年１月）」として、 

様々な障害の特性を理解し誰もが暮らしやすい地域社会（共生社会） 

の実現をめざす運動に積極的に取り組む。 

○収支バランスを意識した運営（収入増加と支出の抑制） 

 →各種事業の収入増加策の検討 

  □魅力的な自主事業メニューの提供による利用者の増加・拡大 

  □利用者にやさしい運営管理によるサービスの充実 

→管理運営コストの低減化 

 □統合システム・ポスシステム・室内施設予約システム等の活用に 

よる業務の効率化 

 □スケールメリットを活かした消耗品等の発注・購入 

  □合理的な業務委託・修繕の実施 

→固定資産の計画的取得 

 □公用車のリース化によるコストの平準化 

 □中期計画に基づく固定資産の入れ替えによる減価償却費の平均化 
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２－３ 経営計画 

５か年計画を基本に年度計画を設定することで取り組み目標を明確にする   

⑴業績 

一般正味財産増減計画書及び収支計算書（キャッシュフロー）の当期収支差額 

の改善 

     →公益財団法人は、「正味財産増減計算書」が事業ベースであり、安定経営に 

向け､公益事業の管理・運営については、収益事業における当期一般正味財産 

増減額内を上限として、安心・安全な施設の管理及び積極的かつ効率的な事業 

を展開する。 

⑵緑化推進活動 

岡山市の第六次総合計画の実現に向け指定管理者として実施する「緑化関連事業」 

については、緑化推進課に設置の専門チームによる緑化４施設（岡山市半田山植物 

園・百花プラザ・操山公園里山センター・緑化推進課）を中心とした効率的・効果 

的な事業の実施や、多くの市民が興味をもち参加いただける新たな事業を企画・ 

立案し実施していく。 

また、緑化基金を活用した各種助成事業や花とみどりの楽校・福祉事業、結婚・ 

誕生記念樹配布事業等は、公園協会の重点事業として実施し岡山市における公園 

協会の存在意義をアピールすることで、受益者の拡大に取り組む。 

なお、岡山市が「緑の基本計画」により実施する緑化事業・イベント等へは積極的 

な参画を継続し、緑化行政への貢献度を高めるが、緑化推進事業原資は緑化基金 

運用益及び指定管理施設における利用料金収入であることから、運用益・利用料金 

収入額に見合った事業規模・内容の見直しも継続的に実施する。 

⑶組織編成・要員体制 

施設運営・事業運営は、システム化の推進による事務処理の合理化に継続的に取り 

組むとともに、業務の繁閑、立地場所等を前提・考慮した効果的・効率的かつ柔軟 

性のある組織体制とすることで総員の抑制を図る。 

⑷人事制度改革 

同一賃金・同一労働の視点での職群間の待遇格差、役割に応じた処遇等の人事制度 

見直しをはじめ、次世代を担う職員の採用・育成を可能とする給料体系変更等の 

人事制度改正に継続的に取り組むとともに、平成２４年度よりスタートした「人事 

評価制度」を活用した適正な評価による職員の処遇に繋げていく。 

また、労働契約法等の法改正については、情報収集に努めることで遺漏のない対応 

に繋げていくが、６５歳定年制の導入により年齢６０歳に達した年度の翌年に職群 

異動基準（セカンドキャリア制度）に基づく再配置を行うことで、人件費総額を 

抑制する。 

  

○「法令」、「社内規範」、「社会規範」、「企業倫理」をはじめと 

したコンプライアンス関する知識・意識の向上に向けた社内外研修 

の実施・参加 

○コンプライアンスの強化に繋がるガバナンス（管理体制）の強化 
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□令和５年度組織図・組織体系図 

○組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇事業体系図 
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⑸危機管理（ＢＣＰ）計画 

日頃から緊急時対応に備えるとともに、パンデミックを含む緊急時の対応ルール・ 

継続的な事業の展開に繋がるＢＣＰ計画を策定し、事件・事故や災害が発生した 

場合には、利用者及び地域住民の安全確保を第一に岡山市、関係機関と連携・協議 

し適切かつ速やかに対応する。 

また、全国的に自然災害が増加している中、令和元年１１月に岡山市と「災害時に 

おける避難場所の開設運営に関する協定」を締結、令和３年４月からは、「百間川 

の工作物流出による被害防止のための緊急業務に関する協定書」を締結している 

ことから、大規模災害発生時に適切な施設の管理・運営（開館・開園等）に向けた 

職員の他施設応援体制の構築や、年１回の図上防災訓練や危険予知情報の共有化、 

朝礼・夕礼を活用したＫＹＴ（危険予知トレーニング）の実施により、緊急時に 

おける対応スキルの向上を図ることで、地域住民の安全確保や岡山市からの要請時 

のスムースな対応に繋げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑹施設管理運営方針 

     施設管理運営の基本方針である「～すべての世代、多様なニーズに応える～」の 

達成に向け、「財務」、「施設管理・事業執行」、「利用者」、「職員管理教育」 

の４つの視点で、「現状分析」、「課題抽出」、「仮説立案」を行い、施設・課の 

管理運営方針を策定し、日々の管理・運営業務に取り組む。 

また、職員のスキルアップに向け資格取得等を積極的に進めることで、ルールに 

基づく施設点検の励行による安心・安全な施設の管理・運営に繋げる。 

 

  

３．年度別目標 

３－１ 収支計画   令和５年度予算書（案）参照 

３－２ 利用者目標  令和５年度施設別利用者目標（案）参照 

 

  

４．その他 

４－１ 法律改正への対応 

令和５年１０月より施行されるインボイス制度（適格請求書等保存方式）や 

令和５年１２月末をもって宥恕（ゆうじょ）措置が終了する電子帳簿保存法等、  

様々な法律改正への対応が今後も求められるが、関係機関との連携や外部 

研修への積極的な参加等により情報収集に努め、遺漏のない対応に繋げていく。 

 

危機管理体制構築 危機管理計画 

 
協会全体危機管理計画 

リスクマネージメント 
事業継続計画（BCP） 

コンプライアンス対応 

内部管理体制 
各施設対応 

各施設体制・マニュアル 防災体制 事故対 
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４－２ 委託業務契約期間 

施設等の設備保守に係る契約や複数年に亘り継続的な役務の提供を受ける必要がある 

と認められる業務については、会計規程第５５条に基づき、単年度契約から長期継続 

契約への移行に継続的に取り組むことで、安心・安全な施設管理や固定経費の削減、 

契約に係る業務の効率化に繋げる。 
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５．令和５年度 事業方針 

５－１ 公益目的事業１会計 

（都市緑化事業基金の造成、管理及び運用による都市緑化助成や普及・啓発を通じた 

緑化推進） 

○緑化推進事業の原資である運用益や公益目的事業２会計からの利用料金事業間 

振替額を活用した助成事業や花とみどりの楽校・福祉事業、結婚・誕生記念樹 

配布事業等は、公園協会の重点事業として、多くの市民が興味を持ち参加いた 

だける事業を企画・実施することで、岡山市における公園協会の存在意義を 

アピールすると同時に、常に事業内容の見直し等を行うことで、受益対象者の 

拡大に取り組みます。 

また、ＳＤＧｓの目標達成に向けたグリーンバンク事業等については、積極的な 

アピールを行い、斡旋実績の拡大に取り組んでまいります。 

なお、緑化奨励事業に就きましては、次年度以降の事業化を視野に助成事業の 

受益対象者拡大に向けたテスト事業を実施し、効果の検証を行ってまいります。 

○岡山市の「緑の基本計画」により実施する緑化事業・イベント等へは積極的な 

参画を継続し、緑化行政への貢献度を高めます。 

 

⑴事業体系 
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⑵緑化事業 

（ア）緑化助成事業  

  民有地の緑化を推進し、緑化意識の高揚を図ることを目的として、市内各所へ 

  の募金箱の設置や緑化フェア等のイベントを通じ緑化基金の造成を行い、その 

基金で民有地緑化及び民間団体による各種緑化活動に対し支援・助成する。 

住まいの緑化奨励事業 住宅地・事業所用地で市道等公道に面する部分の生垣の 

新設や都市部におけるヒートアイランド現象の緩和を図

るため、建築物の屋上や壁面、敷地内の低木・地被類な

どの緑化を対象とし助成。 

※新築住宅中心の助成事業であることから、受益者の 

拡大に向け、法人を対象としたテスト事業を令和 

５年度に実施し、効果の検証を行うことで令和６年 

度からの事業化を検討。 

「街かどの緑」保護管理 

奨励事業 

町内会、婦人会等が行う街路樹の灌水・除草、清掃等の 

活動の助成。 

草花等配布事業 

（花いっぱい運動協賛事業） 

四季を通して花のあふれる街づくりを促進するため、岡

山市において草花等を広く市民に無料配布しようとする

団体に、当該活動を支援する草花を交付する。 

市民協働花壇づくり事業 

 

市内の公民館等の施設、休耕田等の遊休ｽﾍﾟｰｽで地域団体

（町内会、婦人会等）と協働した緑化活動を行い、花壇

化・花畑化を推進する。 

※令和４年度まで実施の緑化推進団体支援事業は、 

令和５年度より市民協働花壇づくり事業へ移行 

（事業体系変更を行政庁へ届出） 
 

事  業  名 目標件数 予算額（円） 

  ア 住まいの緑化奨励事業  10 500,000 

  イ 「街かどの緑」保護管理奨励事業 2 78,000 

 ウ 草花及び草花種子の配布 2 100,000 

 エ 市民協働花壇づくり事業 10 400,000 

合    計 24 1,078,000 

 
 

（イ）緑化啓発事業                             

  緑化事業に対する関心・興味をもってもらうことを目的として、緑に対する関心 

  を高めるための講習会・教室、緑あふれる街づくりを推進する結婚・誕生の記念 

  樹配布等の取り組みを実施する。 

また、引き続き町内会・老人会等へのチラシ配布や小中学校長会での事業説明等

を実施し、事業の拡大・活性化を図る。 

教室開催事業 緑に対する関心をより一層高めるとともに、自然に興味

をもってもらうことのきっかけづくりとして、講習会・

教室を開催する。 

また、新たに緑化推進リーダー及びボランティアの中か

ら緑化４施設長の推薦で講師や講師補助を行う「認定講

師」制度を設け、多岐にわたるニーズへの対応を図る。 
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花とみどりの楽校事業 

 

幼稚園・保育園・小学校等を対象に花植え・寄せ植え・ 

種蒔き等を体験する教室を開催する。 

花とみどりの福祉事業 福祉施設を対象に花植え・寄せ植え・種蒔き等を体験す

る教室を開催する。 

市民公民館講座 公民館で子どもからお年寄りまで広く一般市民が参加 

し、座学・花植え・寄せ植え・種蒔き等を体験する。 

みどりの講師派遣事業

  

町内会・婦人会等の団体からの依頼により、緑化に関す

る専門知識を有した協会職員を講師として派遣する。 

記念・配布事業 

 結婚・誕生記念樹配布事業 市民の結婚及び誕生に際し、記念苗木を交付すること

で、市民の緑化意識の高揚及び緑化の推進を図る｡ 

小学校入学祝種子配布事業 小学校入学を記念し花の種とともに半田山植物園無料

入園券を交付し、植物とのふれあいを通じて緑化への

関心を高め、緑化の推進を図る。 

小中学校卒業記念植樹事業 小学校・中学校の卒業記念として樹木を交付し、緑化 

への関心を高めるとともに緑化の推進を図る｡ 

 

事  業  名 目標件数 予算額（円） 

  教室開催事業 

 

 

花とみどりの楽校事業 20 694,000 

花とみどりの福祉事業 20 654,000 

市民公民館講座 20 391,000 

  記念・配布事業 

 

 

 

結婚・誕生記念樹配布事業 2,600 2,448,000 

小学校入学祝種子配布事業 7,000 557,000 

小中学校卒業記念植樹事業     10 200,000 

合    計 4,944,000 

 

（ウ）地域緑化推進事業 

  緑あふれる街づくりを推進することを目的として、地域の緑化を担う緑化推進 

リーダーの養成・フォローアップ研修、地域で活動する緑化推進リーダーの 

支援、緑化関連事業拡充のための講師育成及び緑の資源を有効活用するグリー 

ンバンク事業を実施する。 

緑化推進リーダー育成事業 

  

 

市民の自主的な緑化活動による緑・花にあふれた 

街づくりを実現するため、その活動の中心的な役割

を担う緑化推進リーダーを養成する。 

緑化ボランティアグループ 

支援事業 

 

市内各地域において地域のボランティアグループが 

自ら取り組む緑化活動に対し、その活動を支援する 

ために必要な物品を支給する。 

花とみどりの講師育成事業 

 

 

 

花や緑の魅力をより多くの市民に伝え、岡山市の

緑化推進に寄与することを目的に、当協会が実施

する緑化関連事業に講師または講師補助として参

加する花とみどりの講師を育成する。 
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グリーンバンク事業 

 

 

ＳＤＧｓ関連事業として、岡山市関連イベントでの 

花木の公開斡旋等の積極的なアピールに加え、引越 

や増改築、庭の造り替え等で不要になった樹木や 

草花の情報を集め、樹木等を必要としている市民 

の方々へそれらの情報を紹介する。 

（エ）イベント事業 

   都市緑化の推進に寄与することを目的とし、岡山市が行う花いっぱい運動期間 

及び緑化月間の協力・協賛事業として、緑化・美化功労者及び緑化に関する 

各種コンクール入賞者の表彰、各種イベントでの緑化相談・植栽等の取り組み 

を実施する。 

花と緑のコンクール 

 

写生大会及び緑化作文コンクールを開催し、成績優秀者を 

表彰する。 

啓発イベント 岡山市緑化推進フェアをはじめ、岡山市が主催する各種イ

ベントや植樹祭１年前企画を通じ、寄せ植え展示、緑化関

連啓発イベント等を開催する。 

 

 

５－２ 公益目的事業２会計 

（指定管理制度等による公共施設の管理及び運営等に関する事業） 

○公共施設の管理・運営等に関する事業として、令和５年度もこれまでに蓄積した 

施設管理のノウハウを発揮するとともに市と連携を深め、業務の内容、形態に 

見合った効率的な人員配置をするため、適切な管理体制の整備により施設利用者 

の安全で公平なサービスの実現を図ります。 

また、管理施設を拠点とした緑化事業の推進を図るとともに、公園の円滑な運営 

及び健全な利用促進に向け、引き続き研修等による職員のスキルアップを図り、 

厳格な管理に取り組むとともに、情報の適正な管理に努めます。 

○収入については、新型コロナウイルスの感染症法上の分類が、令和５年５月より 

現在の「２類相当」から、季節性インフルエンザと同じ「５類」への引き下げが 

決定したもの、岡山市の方針や施設利用への影響が見通せない中、引き続き感染 

対策を徹底しながら、利用料や駐車場収入の減少等も視野に、各施設の利用促進 

に向けた管理・運営を行います。 

また、公園条例施行規則の改正による受付期限の見直しや、浦安総合公園の有料 

駐車場夜間入出庫時間の見直し等による安全・安心な施設管理に努め、少しでも 

多くの方に利用していただけるよう努めます。 

○岡山市総合文化体育館のメインアリーナ・サブアリーナは、７月～３月の９か月 

間にわたり床張替工事による休館となるものの、テニスコート・野球場等は通常 

の管理・運営となることから、職員の適正な配置等を検討し、他施設応援を含む 

対応を行うことで効率的な運営に繋げます。 

○自主事業・イベント等については、ＥＳＤ（ＳＤＧｓ）視点で自然教育の機会を 

提供するとともに、緑化推進課の専門チームによる緑化４施設事業の実施による 

効率的・効果的な実施を図ります。 

 

○支出については、事務用品・消耗資材等の購入にあたり、必要数を把握し無駄の 

ない在庫の管理方法を工夫するほか、年間を通じ購入する物品については、令和 

４年度内に単価見積を行うことで事務の簡素化を図ります。 

また、一部施設の園地管理（芝刈り・剪定・施肥等）は、協会職員で行うほか、 
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各施設の機械保守点検等業務委託について、令和４年度に引き続き３年間の長期 

契約として入札を実施するなど効率的、適切な管理を行うとともに、環境を意識 

したリサイクル、花苗の栽培などにより一層の経費の縮減を行います。 

⑴指定管理事業 

○施設の管理運営にあたっては、地方自治法、都市公園法及び岡山市公園条例及び 

その規則等を順守し、市民サービスの向上、安全・安心して利用できる公園の 

確保や来園者（利用者）に満足いただける管理を目的とし、市民の健康増進に 

繋がる適切な管理に努め、利用者の増加を図る。 

○岡山市指定管理業務の中で実施する緑化推進関連事業は、これまで培ってきた 

実績をベースに、市民ニーズ・トレンド等を意識した事業を企画し実施する。 

○市民配布用・緑化推進リーダー支援用・園内花壇用等､様々な用途で活用する花苗 

を協会で栽培するほか、障害者就労支援等については、岡山県の「アイサポート 

認定団体」として、物品の積極的調達に加え、協会が主催するイベントへの出店 

等の支援を継続する拡大する。 

    ○指定管理施設 

名称 浦安総合公園（東地区・西地区） 

住所 岡山市南区浦安南町４９３－２ほか 

公園種別 一般公園（総合公園） 

公園面積 １７３，４９７㎡ 

供用開始年月日 昭和６３年３月３１日 

 

名称 半田山植物園 

住所 岡山市北区法界院 

公園種別 一般公園（植物園） 

公園面積 １１０，０７５㎡ 

供用開始年月日 平成７年４月１日（昭和３９年５月２５日） 

 

名称 操山公園 

住所 岡山市中区沢田他 

公園種別 一般公園（風致公園） 

公園面積 ５９９，４７８㎡ 

供用開始年月日 昭和３５年４月１日 

 

名称 百間川緑地 

住所 岡山市中区竹田～中区沖元地先 

公園種別 一般公園（緑地） 

公園面積 ９１８，１１８㎡ 

供用開始年月日 昭和６３年３月３１日 

 

名  称 西大寺緑花公園 

住  所 岡山市東区西大寺南一丁目 

公園種別 一般公園（地区公園） 

公園面積 ４０，３７３㎡ 

供用開始年月日 平成２２年４月１日 
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名称 六番川水の公園 

住所 岡山市東区升田６１４－６４ 

公園種別 一般公園（総合公園） 

公園面積 ３１６，６１１㎡ 

供用開始年月日 平成１１年１１月４日 

 

名称 灘崎町総合公園 

住所 岡山市南区片岡１１９－１ 

公園種別 一般公園（総合公園） 

公園面積 ９７，３００㎡ 

供用開始年月 平成１７年３月 

 

 

⑵施設別管理運営方針 

○施設管理運営の基本方針  ～すべての世代、多様なニーズに応える～ 

○管理運営するにあたり、「基本は安心、安全から」をモットーに 

利用者に対して安心安全を常に提供する 

○多様化する市民ニーズに応えられるよう創意工夫を行うことで、 

質の高いサービスの提供に努め、利用者へのサービス向上を図る 

 

○各施設方針 

     管理運営の基本方針を基に、令和５年４月に施設状況・環境変化等の視点で 

作成 

     [ご参考 令和４年度分 灘崎町総合公園]  

○地域に密着した施設として、地域住民や各種体育振興団体等と 

十分な協議を行い、地域に根ざした管理･運営に努める 

○地域活性化拠点として、各種イベントへの参加や支援による地域 

活性化への寄与 

○利用者に対して安心、安全を提供できるよう点検・整備業務に 

努める 
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⑶令和５年度 自主事業計画 

○緑化推進課 専門チーム（緑化４施設横軸事業を含む） 
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○里山センター 
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○百花プラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○岡山市半田山植物園 
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５－３ 収益事業等会計 

○協会の事業を安定的に推進するためにも、自主財源の確保が不可欠であり、 

スポーツ用品の販売、植物の販売等の実施のほか、安価でスポーツを楽しめる 

一般開放等の実施により、市民の健康維持・余暇の活用等に寄与する。 

また、自動販売機の設置による利益の公益事業への振替（他会計振替）により 

公益事業原資として活用する。 

ア スポーツ教室等開催事業 

総合文化体育館 市民の健康維持・余暇の活用、市民交流を図る 

※体育館休館期間中（令和５年７月～令和６年 

３月）は中止  

 

一般開放事業（バドミントン、卓球） 

スポーツ教室 

体育館休館（令和５年７月～令和６年３月）に 

伴い、バレーボール、ヨガ、夏季小学生バレー 

ボール教室等は全て中止 

浦安総合公園テニスコート 

市民の健康維持・余暇の活用、市民交流を図る 

※参加人員により中止の場合あり  
テニス教室 

夏季小学生ソフトテニス教室 

六番川水の公園体育館 
市民の健康維持・余暇の活用、市民交流を図る 

 一般開放事業（バドミントン、卓球） 

 

イ 公衆電話管理事業                             

浦安総合公園・六番川水の公園体育館 各１台設置 

 

ウ 自動販売機物品販売事業                       

浦安総合公園・灘崎町総合公園・西大寺緑花公園 

六番川水の公園・半田山植物園・操山公園里山センター・御南公園  

総設置台数 

３８台 

 

エ 物品販売等事業                               

総合文化体育館・浦安テニスコート・浦安総合公園西地区・灘崎町総合公園 

百花プラザ・六番川水の公園・半田山植物園・操山公園里山センター・百間川緑地 
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５－４ 法人会計 

⑴内部管理 

内容 目的 

インボイス対応 令和５年１０月１日よりの施行に向けた関連帳票フォーマット 

の修正（請求書等）及び確認 

委託契約等の長期

契約化（３年間） 

業務委託の長期契約化に取り組み、年度経費の平準化を図る 

とともに、入札事務の合理化を図る 

年間見積による 

物品購入 

年間を通じて継続的に購入する物品は、年間での単価見積り 

を行い、コスト削減及び事務の簡素化を図る 

コンプライアンス

の遵守 

年間を通じた監事による業務監査により、厳正な管理を図る 

ほか、関係法令等の法改正に合わせ、適切な対応を行う 

電子帳簿保存法 令和５年１０月１日よりの施行に向け、外部講師による研修 

を開催し、制度の理解、協会対応事項等確認を行う 

ハラスメント対応 令和４年４月からのパワハラ防止法の中小企業への施行に合わ

せ、協会としての方針を明確化し、相談窓口、相談体制を整備 

施設管理 市への修繕要望や利用中止の措置等、適切な対応を図るととも

に、ルールに基づく施設の定期点検の励行により、より高いレ

ベルでの安全安心な施設管理を行う 

人事制度 安定した組織運営の構築に向け、優秀な人材及び実質賃金確保 

に向けた給与表の改定や、人事異動等のＣＤＰ（キャリアデベ 

ロップメントプログラム）により、各職員の能力の向上及び次

世代を担う職員の育成を図る 

会計事務所による

月次点検 

より正確な会計処理等に繋げるため、会計事務所による事務局

及び管理施設の月次点検等を行う。 

社会貢献 高等支援学校の生徒の実習や岡山保護観察所の社会貢献活動の

受け入れをし、積極的に社会に参加し自立していく人間を育成

するお手伝いや社会復帰のお手伝いを実施 

情報の共有化 情報の共有化を図ることで風通しを良くすると共に、事業に 

積極的に参画する環境風土を醸成 

組織力の強化 技術習得の機会を増やすなど、職員の能力の向上と協会の力量 

を高める 

職員研修会 コンプライアンスの徹底、ガバナンスの強化に向け、外部講師

（公認会計士・弁護士）による研修会を継続実施 

 

⑵システム化の推進 

内 容 目 的 

勤怠処理 統合システムにより申請・承認管理を行っている時間外勤務・ 

休暇取得データを勤怠管理システムに取り込むことで、勤怠管理 

処理の効率化を図る 

ホームページ 

のリニューアル 

スマホ対応が出来ておらず、画像が小さくデザインも古いこと 

から、令和５年６月よりホームページを全面リニューアル 
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２.令和５年度 収支予算 
 

１．令和５年度予算編成方針 

 令和５年度は、４月から電気代を＋１６％アップするとの通知も既に届いており、 

大変厳しい経営環境の中での予算編成となるが、一般正味財産額は中長期における 

財務基盤であり、経営の安定化に繋がることから、岡山市からの支援金を加味せず 

光熱水費の費用増加を見込んだうえで、一般正味財産額増減額▲１０，０００千円 

以内の予算を編成する。 

 

２．令和４年度予算作成ガイドライン 

  ①新型コロナウイルス感染症の影響を考慮せず、通常年度の施設利用での収益・ 

費用予算を策定 

②次年度予定されている施設環境変化（修繕による施設クローズ等）を反映 

③光熱水費のうち、電気代・ガス代料金は直近の請求額に１６％上乗せし、また、 

ガソリン・重油等は直近価格に５％上乗せし予算化 

 

３．主な費目の編成のポイント 

①施設利用料 

新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた休館・キャンセル等を考慮せず 

予算化 

 ※駐車場利用料を含む 

②自主事業 

自主事業計画については、緑化４施設横軸事業を反映した計画の立案と職員講師 

・認定講師による実施等を視野に予算化 

※新型コロナウイルス感染症を考慮せず 

※材料費は参加者負担を前提とした価格設定 

  ③委託費 

業務内容は現状維持（令和４年度当初設計）を基本とし、労務単価アップ額 

（令和４年度同水準）を反映した積算とするが、緑化推進フェアについては、 

通常年開催を前提とした積算 （Ｒ４：緑化推進大会のみ） 

※コスト置換になる業務見直しは可とする （人件費マイナス＞委託費増） 

※複数年契約の推進（３年契約） 

※低入札が連続している物件は、設計額の見直しを検討 

※予算要求書の「積算内訳・変更理由等」欄に委託物件名：設計金額： 

落札見込額を記載 

【４年契約で年間経費が確定している委託は、設計金額＝落札額】 

  ④消耗品費 

新型コロナウイルス感染症の影響を考慮せず、通常年度の施設利用を前提に 

予算化 

  ⑤光熱水費 

予算編成ガイドライン③及びＬＥＤ化による減額等を反映し予算化 
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４．令和５年度 施設利用者・利用台数、利用料・目標 

   

   ○施設利用者・利用料目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○駐車場利用台数・利用料目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


